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地域社会に受⼊れられるツール
キ トとは何か？第 キットとは何か？第

１
回回
フ
ィ

■恵みの森再⽣プロジェクトを⽴ち上げてから
様々なイベント（＝ツールキット）を考案しィ

ー
ル

地域社会に提⽰してきた
→どのようなツールキットが地域社会に必要とル

ド
研

され、そして受⼊れられるのか？
野生フルーツを増やす！植樹祭

長

人も 昆虫も草花も喜ぶ！堆肥づくり研
究
会

野生フル ツを増やす！植樹祭 人も、昆虫も草花も喜ぶ！堆肥づくり

昆虫を呼び、キノコも栽培する！
クヌギの巻き枯らし

野鳥と一緒に、森づくり！巣箱かけ
現在模索中

2008年1月7、21日（月） 恵みの森



塩⽥平の気候特性とため池⽂化第 平 候特性 化第
１
回 ■塩⽥平は年間降⾬量が少なく稲作に重要な回
フ
ィ

■塩⽥平は年間降⾬量が少なく稲作に重要な
「⽔の確保」が困難な気候特性を持つ

→農業⽤⽔の確保のために多くのため池がィ
ー
ル

→農業⽤⽔の確保のために多くのため池が
造成されている

→森林内に造られたため池も多数存在ル
ド
研

→森林内に造られたため池も多数存在
研
究
会

須川湖棚⽥⽤ ため池
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須川湖棚⽥⽤のため池



ため池がもたらす恵み第第
１
回 ■農業⽤⽔の確保回
フ
ィ

→安定した稲作を可能とする
■⿂類の養殖場所
→コイやフナの養殖池として利⽤ィ

ー
ル

→タンパク源の確保だけでなく、地域住⺠がコミュニケーションを
取るためのイベントとしても重要な役割を担う

■⽣物多様性の向上ル
ド
研

■⽣物多様性の向上
→⽔辺を利⽤する動植物が⽣息場所として利⽤

■独特な⽣態系を提供
→農繁期に貯⽔し 農閑期に池⼲し研

究
会

→農繁期に貯⽔し、農閑期に池⼲し
→⼀年中⽔があるわけではない
→ため池は河川における「わんど」と類似の⽣態系特性を持つ？
→ため池独特の⽣態系がもたらす⽣態系サ ビスが存在？→ため池独特の⽣態系がもたらす⽣態系サービスが存在？

森林と同様に放棄されている「ため池」という森林と同様に放棄されている「ため池」という
存在をツールキットに利⽤できないか？



森林内のため池がもたらす恵み（１）第第
１
回 ■森林の⽣物多様性を増加回
フ
ィ

■森林の⽣物多様性を増加
→⽣活史の⼀時期に⽔辺を利⽤する昆⾍類や
両⽣類などが利⽤ィ

ー
ル

→哺乳類や⿃類は⽔飲み場などに利⽤
→湿地性の植物が⽣育可能
→森林内⽔域は森林における⽣物多様性を向上ル

ド
研

→森林内⽔域は森林における⽣物多様性を向上
→森林の各種⽣態系サービスが増加する（はず）研

究
会
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森林内のため池がもたらす恵み（２）第第
１
回回
フ
ィ

■伝統的⽂化の復活
→昔ながらのため池造成技術ならびに管理の⼿法を取り⼊れる
ことで、塩⽥平の伝統⽂化を復活させるィ

ー
ル

、 ⽥平 伝統⽂化 復活 る
■環境教育の場
→教育機関における環境教育の実習場所として利⽤
■地域のコミュニケーションステーションとしてル

ド
研

■地域のコミュニケ ションステ ションとして
→農閑期の「池⼲し」は地域住⺠が楽しんで参加するイベント
■⽔辺がもたらす精神的安らぎ
■観光資源や特産品研

究
会

■観光資源や特産品
→ため池とその⽂化を観光資源とした「ため池観光」により
地域振興にもつながる？
付加価値を付けた「ため池」特産品の開発→付加価値を付けた「ため池」特産品の開発

→「ため池」特産品×森の恵みの特産品の相乗効果
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ため池は「地域がのりやすい」
ツ ルキット？第 ツールキット？第

１
回 ■塩⽥平は地域住⺠の「⽔の確保」に対する意識が回
フ
ィ

■塩⽥平は地域住⺠の「⽔の確保」に対する意識が
⾮常に強い⼟地

→「⽔辺の創出」は地域の⼈の⼼に強く訴えかけるィ
ー
ル

「⽔辺の創出」は地域の⼈の⼼に強く訴えかける
→地域の⾃然環境に応じて形成された⽂化的背景から
ため池は「地域がのれるツールキット」になりル

ド
研

得るのでは？
研
究
会
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⻑野⼤学恵みの森における
ため池の造成予定地第 ため池の造成予定地第

１
回 ■広葉樹林（クヌギ等）が優先回
フ
ィ

■広葉樹林（クヌギ等）が優先
■森に降った⾬が集まる⾕筋に造成予定

ィ
ー
ルル
ド
研研
究
会

三郎川へ
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ため池づくり：予備調査第第
１
回 ■ため池予定地の適正と林内⽔域が森林の⽣物多様性回
フ
ィ

向上に貢献するかどうかを知るために、2008年6⽉
13⽇にゼミ活動の⼀環として池掘りィ

ー
ルル
ド
研研
究
会
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ため池づくり：予備調査第第
１
回 ■⽔位・⽔質・池内＆周辺⽣物相の定期モニタリング回
フ
ィィ
ー
ルル
ド
研研
究
会
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恵みの森ため池の⽔深の経時変化第第
１
回回
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ため池の⽔質の経時変化第第
１
回 7

8
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フ
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⽣物相の変化（１）第 ⽣物相の変化（１）第
１
回回
フ
ィ ミズムシ

観察された時期
ィ
ー
ル

ミズムシ

ユスリカル
ド
研

クロズマメ
ゲンゴウロウ

ヤブヤンマ研
究
会

ヤブヤンマ

トウキョウ
ダルマガエル

６⽉ ７⽉ ９⽉ １０⽉８⽉

マツモムシ
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⽣物相の変化（２）第第
１
回 2008/07/22回
フ
ィ

2008/07/22タヌキ

ィ
ー
ルル
ド
研 2008/7/29イノシシ研
究
会

2008/7/29イノシシ

夏場にほ乳類が利⽤しだす
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イグサの増加



「ため池ツールキット」を介した
⼤学と地域の相互作⽤第 ⼤学と地域の相互作⽤第

１
回 着 知◆地域住⺠ ⻑野⼤学

⼟着の意⾒
回
フ
ィ

⼟着の知識◆地域住⺠
・主体者
・評価者

◆⻑野⼤学
・知識の集積場
・地域に役⽴つィ

ー
ル

評価者 ・地域に役⽴つ
知識技術の開発

・コーディネータール
ド
研 地域に受⼊れられる

ツールキットとなり得る？

ィネ

研
究
会

ツ ルキットとなり得る？
■科学的知⾒からの
新たな価値付け

→森の⽣物多様性を増加
■地域住⺠の⼼に
訴えかける⽂化
的背景に即した

→森の⽣物多様性を増加
→伝統⽂化を観光資源に
→環境教育やコミュニ
ケ シ ンの場に利⽤的背景に即した

要素
ケーションの場に利⽤



午後の実習について第 午後の実習について第
１
回 ■伝統的なため池造りの技術を⽤いて⼩規模なため池を回
フ
ィ

■伝統的なため池造りの技術を⽤いて⼩規模なため池を
林内に造成
→伝統的⽂化についての体験学習ィ

ー
ル

→森林の⽣態系サービスの創出・管理⼿法の学習
ル
ド
研研
究
会
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